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研究成果の概要（和文）：小児の口腔機能評価の指標を作成することを目的として、児童に対して口腔機能に関
する検査を行い、握力・膝進展筋力などの身体機能との関連について調査した。6歳～12歳の健常で個性正常咬
合を有する小児67名を対象として、身長・体重の測定、口腔機能検査(口唇閉鎖力・舌圧測定)、身体機能検査
(骨格筋量測定、握力・膝進展筋力測定)を行った。口唇閉鎖力は増齢的な変化はみられなかったが、舌圧は9歳
未満では、増齢とともに増加する傾向にあった。握力・膝展筋力は増齢と共に増加し、それぞれ骨格筋量と相関
していた。舌圧・口唇閉鎖力は骨格筋量との相関はみられなかったが、握力・膝進展筋力は骨格筋量と相関して
いた。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of creating an index for evaluating oral function in 
children, we conducted a test on oral function in children and investigated the relationship with 
physical functions such as grip strength and knee extension muscle strength. 67 children aged 6-12 
years with a healthy and normal occlusion were subjects for height and weight measurement, oral 
function tests (lip closure strength and tongue pressure measurement), and physical function tests 
(skeletal muscle mass measurement, grip strength, and knee extension muscle strength measurement).
No age-related changes were observed in lip closure strength, but tongue pressure tended to increase
 with age in those under 9 years of age. Grip strength and knee extension muscle strength correlated
 with skeletal muscle mass, but tongue pressure and lip closure strength did not correlate with 
skeletal muscle mass.

研究分野： 小児歯科学

キーワード： 口腔機能　小児　舌圧　口唇閉鎖力　咬合力　骨格筋量
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、成人または高齢者における咬合力、咀嚼能力、嚥下機能、口唇閉鎖力、舌圧などの機能が個別に検討され
ており、特に成長発達期にある小児の口腔機能を総合的に評価している報告はない。本研究では、学童期におい
て骨格筋量と握力、膝伸展力とは正の相関がみとめられた。口腔機能評価の指標として設定した項目のうち、咬
合力は骨格筋量と弱い正の相関がみられたが、舌圧、口唇閉鎖力と骨格筋量との相関は認められなかった。これ
まで、幼児期における口腔機能発達不全症の有無と最大舌圧の関連の強いことが判明していることから、口腔機
能の発達の著明な時期である幼児期において全身の運動能力と口腔機能の関連性を調査する必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)口腔機能、特に摂食・嚥下機能はライフステージにおいて、健全な機能を獲得する小児期、
正常な機能を維持する青壮年期、そしてその機能が衰退する老年期に分けられる。近年、全身の
健康と口腔機能との関連が認知されつつあり、ライフステージの中で高齢者への対応は我が国
では喫緊の課題となっている。しかしながら、一生涯の健康の基礎となる口腔機能は小児期に育
成されるものであり、そして健全な機能を有した成人期を迎えなければ、オーラルフレイルを健
康な状態に戻すことは困難となる。したがって、機能の衰退期にある高齢者への対応のみでは、
オーラルフレイルの予防は困難であり、小児期において健全な口腔機能の育成を図り、それを青
壮年期に維持・増進することこそが、オーラルフレイルの予防を成功させる鍵となると考えられ
る。 
(2)日本歯科医学会の子どもの食の問題に関する調査結果 1)から、保護者が子どもの摂食障害を
心配する要因はさまざまであることが明らかになった。さらに、歯科医師と保護者の間で、問題
点や解決策に関する認識が異なっており、保護者は子どもの摂食障害に不安を感じているが、歯
科医師がその問題を解決可能であるとは考えていないことも判明した。歯科医師は、口腔機能の
専門家として、子どもの摂食障害に関する保護者の悩みを正しく理解し、その解決に寄与する必
要があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
近年の研究報告においては、成人または高齢者における咬合力、咀嚼能力、嚥下機能、口唇閉

鎖力、舌圧などの機能が個別に検討されており、特に成長発達期にある小児の口腔機能を総合的
に評価している報告はない。乳幼児期の口腔機能の正常な発達が阻害されると、高齢期にいて口
腔機能の衰えにより早期にオーラルフレイルに陥る可能性が高くなると考えられる。咀嚼の延
長上には嚥下運動があり、捕食から咀嚼、嚥下の過程においては咀嚼筋のみならず、舌および口
輪筋、頰筋などの口腔周囲筋の協調が必要不可欠である。したがって、摂食･嚥下機能を的確に
評価するためには、捕食を司る口唇閉鎖、食物を咬断、粉砕するための歯列･咬合の状態と咀嚼
能力、唾液とともに食塊形成を行う舌や口腔周囲筋の機能を総合的に捉える必要がある。そこで
本研究では、児童に対して口腔機能検査を行い、握力・膝進展筋力などの身体機能との関連につ
いて検討することを目的として研究を実施した。 
 
３．研究の方法 
(1) 口唇閉鎖力、舌圧と口腔形態との関連に関する検討：歯列の健全な若年成人 102 名（男性 62
名 26.2±3.3 歳，女性 40名 24.4±3.6 歳）を対象とした。事前に研究内容を説明し，同意を得
た対象者に口唇閉鎖力(りっぷるくん )と舌圧(JMS 舌圧測定器 )の測定を行い，上下顎歯列模型
を採得した後，模型の三次元的形態計測を行った。口唇閉鎖力，舌圧の測定値と得られた三次元
データにおける各々の模型計測値との相関，各測定値の男女差，模型計測値について検討した 2)。 
(2)小児の口腔機能と身体機能の関連性に関する検討：当科に定期診査で来院した 6歳～12歳の
健常で個性正常咬合を有する児 67 名(男児:42 名、女児:25 名)とした。調査項目は、身長・体
重、口腔機能検査(口唇閉鎖力・舌圧測定、身体機能検査(骨格筋量測定、握力・膝進展筋力測定)
とした。男女 100 名の児童を対象として想定していたが、新型コロナウイルスの感染拡大による
緊急事態宣言が発出されたことで、本学附属病院への来院患者が大幅に減少したため、想定され
た被験者数は得られなかった。 
 
４．研究成果 

(1)口唇閉鎖力、舌圧と口腔形態との関連について 
健康成人において口腔機能の指標となる口唇閉鎖力ならびに舌圧の測定値と歯列模型の三次元

データから口腔形態との関連性について検討した。その結果、以下のような結果が得られた。 
① 口唇閉鎖力と舌圧に関して女性では有意な正の相関が認められた。 
② 男性において舌圧と上顎第一大臼 歯近心咬頭間距離・口蓋側最深部間距離に有意な正の相

関が認められた。 
③ 男性において舌圧の分布と正の相関を認めた模型上の計測項目は、上顎犬歯口蓋側 歯頚部

最深部間距離、上顎第一大臼歯近心咬頭間・口蓋側最深部距離であった。 
④ 女性において舌圧の分布に正の相関が認められた計測項目は前後径のみであった 2)。 

(2)小児の口腔機能と身体機能の関連性について 
① 口唇閉鎖力は、6、7、8、9、10、11、12 歳でそれぞれ、8.2±2.3kPa、8.8±3.7kPa、 9.5±2.8kPa、

10.5±3.0kPa、8.4±2.1kP、8.8±1.1kPa、 7.9±2.5kPa であり、年齢による変化はみられ
なかった。 



② 舌圧は、29.7±7.5kPa、30.5±8.7kPa、36.9±7.1kPa、33.4±5.2kPa、 33.0±6.5kPa、
35.4±8.3kPa、32.8±7.9kPa であった。舌圧は、9 歳未満では、増齢とともに増加する傾向
にあった(図 1)。 

③ 握力(範囲:6.1-38.6kgf、中央値:11.9kfg)・膝展筋力は(範囲:4.8-45.2kg、中央値:13.9kg) 
は増齢と共に増加しており（図 2）、それぞれ骨格筋量と相関していた(r=0.84、 r=0.82) 
（図 3）。 

④ 口腔機能評価の指標として設定した項目のうち、咬合力は骨格筋量と弱い正の相関がみら
れたが（図 4）、舌圧、口唇閉鎖力と骨格筋量との相関は認められなかった。 



⑤ 口腔機能発達不全症の有無
は、最大舌圧、食行動に関す
る質問、鼻疾患と有意に関連
することが判明している（図
5）。また、舌圧の低下、鼻腔
疾患の有無、食行動の問題は
小児の口腔機能発達不全症
を予測する因子であること
が示唆されている 3)。小児の
口腔機能発達不全症の診断
には、保護者への問診と舌圧
の測定が有用であることを
示唆する結果がえられてい
る。 

 

 
⑥ 学童期の小児を対象とした研究では、口唇閉鎖力、舌圧、最大咬合力等の口腔機能を評価す

るための項目と、全身の骨格筋量、握力との有意な相関関係は認められなかった。今後は被
験対象者を拡大し、幼児期を含めた年齢を対象として調査を行う必要があると考えられる。 
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